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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、大正期から昭和初年に活動した小説家・芥川龍之介（1892～1927）を「近代文人」と位置づけ、その独
自な様相を明らかにして、これまで省みられなかった側面から、芥川の文学を把えなおそうという試みである。横
A4 判で縦書、本文 105 頁に参考文献表と参考図版を付し全 139 頁。１頁 39 行で１行 40 文字だから、400 字詰め原
稿用紙に換算すれば本文は約 410 枚である。 
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